
小学校理科研究部 

 

Ⅰ 研究主題 

  「児童の学び方を高める指導法の研究」 

       ～「学び方アイテム」を活用し、指導法の開発に取り組むことを通して～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

    授業である観察や実験を行う場合、学習方略を意識して使い、事物・現象を観察・実験 

している児童と、漠然と観察・実験している児童では、学習効果の高まりが違ってくる。 

例えば、空気でっぽうで前玉を上手に飛ばす実験では、「空気が抜けるとき」と「空気 

が抜けないとき」の様子を比較して観察するという学習方略を使用している児童と、漠然 

と観察している児童では、獲得できる学力に差が生じてくる。 

そこで、本研究では「学習方略」を「学び方アイテム」とし、その指導法の開発に取り 

組んできた。「学び方アイテム」は、児童が学習を自分の手で進めていく上での学習方略

であり、児童が利用する言葉の技法として、本研究ではとらえてきた。 

「学び方アイテム」を使用することで、漠然と観察や実験を行うのではなく、自分に問

いかけ、事物・現象をはっきりと見ることができるはずである。学習中に「学び方アイテ

ム」を意識することで、児童は疑問を感じ、学ぼうとする意欲や問題意識をもち、すでに

持っている知識や経験などを総動員して、授業に取り組むはずである。こうして児童は、

実験や観察に見通しをもち、主体的に実験・観察を行い、また、問題意識を持って学習を

進めることで、実感を伴った理解が図れるはずである。また、このように「学び方アイテ

ム」を活用した学習過程を行うことで、思考力・表現力も育成できるはずである。 

    

Ⅲ 研究内容 

  １ 学年ごとに使用されるであろう「学び方アイテム」をリストアップする。 →表１ 

  本研究部では「学び方アイテム」を観察・実験を行う際の学習方略であったり、それ

らの視点であったり、まとめ方であったりするものととらえ活用し、研究することにし

た。そこで『学習指導要領解説』や教科書をもとに、各学年ごとの「学び方アイテム」

を実践例の表１のようリストアップした。 

このように取り上げることで、観察・実験を行う際の視点が、教師自身も明確になり、

児童の思考力・表現力が高められ、学習効果が上がると考えられる。 

２ 効果的な「学び方アイテム」の活用の仕方を考える。 

          児童が「学び方アイテム」を利用し、主体的に観察・実験を行えるようにするために、 

以下の①～④のような指導上の工夫を試みた。それぞれの具体的な工夫は実践例で説明 

する。 

  

 

 

 

 

① 板書の工夫       → 授業実践１、授業実践３ 

② ワークシートの工夫   → 授業実践１、授業実践３ 

③ 指導上の工夫      → 授業実践２、授業実践３ 

④ まとめの工夫      → 授業実践２、授業実践３ 

 

 



Ⅳ 実践例 

１ 学年ごとに使用されるであろう「学び方アイテム」をリストアップする。 

〈 表１ 各学年ごとの「学び方アイテム」〉 

 

表１〈 各学年ごとの「学び方アイテム」 〉 

 ３年生                      ４年生                         ６年生                 

    

  

 

 

 

 

 

 

５年生             まとめ（記録の仕方） 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

また、「学び方アイテム」は基本的には児童が作っていくものとし、児童が授業中に考

えたものやつぶやきをなども取り上げ、活用してきた。 

 

 

 

２ 効果的な「学び方アイテム」の活用の仕方を考える。 

 

 

 

 

 

授業実践１ 「学び方アイテム」を使用し、実験の見通しを持たせる実践例 

おもに「板書の工夫」「ワークシートの工夫」を意識した授業実践 

高さは・高度は 
ふり返ると 
今までの経験で考えると 
今までの学習では 
関係づけて考えると 

    ・ 

    ・ 

    ・ 

図鑑で調べる 
模型で調べる 
インターネットで調べ 
～にインタビューする  
ビデオで調べる 
 新聞で調べる 
条件は何かな 
の幅は 
のようすは 
けずられ方は 
の振れ幅は 
同じにするものは    
変えるものは 
と関係づけて考えると 

     ・ 

     ・ 
     ・ 

結果から言えることは 
特徴は何かな 
共通点は何かな 
何でできているかな 
○○だから、～だろう 
事実をもとに推論しよう 

・ 

・ 
・ 

絵や図にかくと 
言葉でまとめると 
表やグラフにすると 
地図にしてみると 
疑問はないか 
次にしてみたいことは 

    ・ 

    ・ 

    ・ 

  各学年の「学び方アイテ

ム」は、その学年で新たに

出てきそうなもの。上位の

学年でも、児童の実態に合

わせて、使用していく。 

色はどうかな  
形はどうかな 
大きさはどうかな 
長さをはかってみる 
さわってみるとどうかな 
においは  音は 
いた場所は 
何をしていたかな 
（時間は・いつ） 
とくちょうはどうかな 
足のつくりは 
体のつくりは 
育ち方は 
発見したことは 
時間は 方位は 明るさは 
温度は 
体で感じると 
疑問は・不思議なことは 

予想は 
○と△は関係あるかな 
同じものはあるかな 
ちがいはあるかな 
～とくらべると 
きまりはあるかな 
 図鑑で調べると 
（虫眼鏡で見ると） 

    ・ 

    ・ 
    ・ 



単元名：６年「てこの規則性」 

展開（４／７） 

学習活動  教師の発問（Ｔ） 予想される児童の

反応（・）と教師の支援（◆） 

留意点（○）・ 

評価の観点（☆） 

時

間 

１前時までの
活動を想起
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ前回の実験では、支点から力点が遠
く、支点から作用点が近いとものを楽
に持ち上げることができたね。 

・たしかに楽に持ち上げられた。 
・どれも重かった（軽かった） 
Ｔものを持ち上げた時の感覚（手応え）
は一人一人ちがうからどうしたらよ
いだろうか。 

・はかりのようなみんなが同じだとわか
るようなものがあるとよい。 

・実験用のてこで調べればよい。 

○手応えという観点は、個人
的なものであることをお
さえておく。 

○支点・力点・作用点という
言葉を復習し、すぐに前時
の活動を思い出せるよう
にしておく。 

○今回の実験は、楽に持ち上
げられる方法からつり合
いを求めることに変わる
ことを伝える。 

５ 

２課題の確認 
 
 
 
 
 
３課題に対し
ての実験方
法を考える。 

 
４実験方法の
確認をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔシーソーに体重が違う人同士が乗っ
たときでもつり合うことがあります。
今日は、どんなときにおもりがつり合
うのか調べていきたいと思います。 

 
 

Ｔどのような方法で、調べたらよいだろ
うか。 

・実験用てこで、傾きを調べればよい。 
 
Ｔ実験用てこを用いて、左右のつり合い
がどんなときにとれるのかを調べて
いきましょう。 

Ｔどんなところに気をつけて実験して
いったらよいだろうか。 

 
「学び方アイテム」を確認する。 
・比べる・調べる 
・見る・はかる・重さ・距離 
・まとめる・結果を出す 
・表にしてみる・絵に表してみる 
・推論する・規則を見つける 
 
 

◆お互いに発表し、補完しあいながら本
時の実験が進められるようにする。 

 
 
 
 
 
 
○問題を解決するための方
法を話し合う。今までの知
識や経験をもとに考える。 

 
○実験用てこの中心が支点
であることを押さえる。 

○実験用てこのつり合うと
きはどんな状態かどこま
で許容するのかを確認し
ておく。 

○本日の実験に児童がどの
学び方アイテムを使って
一人一人取り組んでいく
のかをワークシートに書
きこんでいく。 

 
☆自ら実験の観点を見つけ
出そうとしている。【関・
意・態】【思・判】 
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左右のうでで、おもりの重さやつるす位置を変えるとどんなときにつり合うのだろう

か 

写真①：学び方アイテムの黒板掲示例１ 

今日の実験で使用できそうな「学び方ア

イテム」を選出できるように、黒板の右端

に掲示しておく。 

使
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

本
時
の
実
験
で
使
用
で
き
そ
う
な 

「
学
び
方
ア
イ
テ
ム
」
を
、
児
童
に 

右
上
に
書
か
せ
る
。 

 
 

 
 

 

 



○本時終了後の児童のワークシート 

 

  

てこの規則性のルーブリック  

Ａ 図や絵で解法のプロセスがきちんと書くことができる。 

つり合う箇所が１ヶ所だけでなく、何ヶ所でもつり合う場合があることを示しそれを論

理的に説明している。 

Ｂ 絵や表に書き表すことができ、おもりの重さと支点からの長さが関係していることを示

しそれを論理的に説明している。 

Ｃ 片側におもりをつるした場合、てこの反対側でおもりの重さが違ってもつり合う場合を

探し、絵や表でかき表すことができる。 

 

 

 

 

 単元名：３年「電気であかりをつけよう」 

（２）展開（１／６） 

学 習 活 動 
教師の発問（T）予想される児童 

反応（・）活動と教師の支援（◆） 

留意点（○）・ 

評価の観点（☆） 

時

間 

1 学習内容をつ

かむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

T これが何か知っていますか。 

 ・電球 

T どんなものが電球で使われてい

ますか。 

・テレビ・かいちゅう電灯・DS 

◆身の回りで使われている電球の例

を思い出させる。 

T 電球にあかりをつけるには，ど 

んなものがいるでしょう。 

 ・電池 ・豆電球  ・導線 

 ・（ソケット） 

 

 

 

 

 

○器具の名前の確認をす

る。 

○電池の＋・－の場所と名

前を確認する。 
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授業実践２ 「学び方アイテム」を意識づける指導の実践例 

おもに「指導上の工夫」「まとめ方の工夫」を意識した授業実践 

自分が選んだ「学び方アイテム」の「絵

にしてまとめる」（     ）を意識し

て、記録した児童。 

下のルーブリック評価Ａの児童。「学び

方アイテム」の「きまりを見つける」こと

を考え実験をし、何ヶ所でもつり合う場合

があることに気づき、記録している 



2 本時の課題を

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T 電池，電球，導線，ソケットを

使って，どうすれば，電球に明か

りがつくのでしょうか。 

 

 

 

T これから電気について学習して

いきます。この学習で使える「学

び方アイテム」はありますか。 

『学び方アイテム』 

・明るさはどうかな 

・ふしぎなこと 

・よく見てみよう 

・ 発見したこと 

・絵でかく 

・同じところはどこかな 
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○本時終了後の児童のワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

発見したことは、つかないときとつく
ときがあった。つかないときは、どう
せんを両方とも＋極につけたとき、つ
いたときは、＋極と－極をちがう方に
つけた。 

豆電球に明かりをつけるにはどうすれば

よいだろうか。 

 

写真②：本時の学習で使え
そうだと児童が考えた
「学び方アイテム」（左に
まとまっているもの） 
３年生でも見出せるこ

とが十分できていた。 

 

 

 

 

自分が選んだ「学び方アイテム」（発見

したこと）を意識して、まとめを書いて

いる児童の例。 

使用した「学び方アイテム」がより明

確になるように、赤ペンで○を囲んだ。 

また、自分で選んだ「学び方アイテム」

のうちどれを使ったか、明確になるよう

に指導した。（上の ち ） 

このワークシートでは、まとめに「ふし 

ぎなこと」を書いているので、「学び方アイ 

テム」に「ふしぎなこと」を追加させた。 



電気の通り道（回路）のルーブリック  

Ａ 電気の通り道（回路）を意識して明かりがつくときと、つかないときの違いを説明で

きる。 

Ｂ 豆電球につなげた導線が、乾電池の両極につながった状態だと明かりがつくことが説

明できる。また、明かりがつかないときとのつなげ方の違いも説明できる。 

Ｃ 豆電球・ソケット・導線を使い、乾電池につなぐと明かりがつくことが説明できる。 

 

 

 

 

単元名：５年「もののとけ方」 

展開(1/13) 

学習活動 教師の発問（Ｔ）予想される児童

の活動(・)と教師の支援◆ 

    留意点(○)・ 

評価の視点(☆) 

時

間 

１日常の経験を

想起する。 

 

 

T 水にどんなものを溶かしたこと

がありますか。 

・砂糖 ・絵の具 ・コーヒー 

・塩・味噌 

 

 

○食塩の粒を拡大した写真 

 

 

２問題を確認す

る。 

 

T それでは食塩の入ったお茶パッ

クを水の中に入れるとどうなるでし

ょう。・溶ける。 ・無くなる。 ・

尐し残る。 

 

◆教師が実験してみせる。 

 ・もやもやしている。 ・溶けた。 

・やってみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

○一瞬だけ見せて、興味を

引く 
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３調べる方法を

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T どうやって調べたいですか。 

・お茶パックに食塩を入れてつけ

てみよう。 

・とにかくたくさん溶かしてみよ

う。 

◆一粒の食塩を水の入ったアクリル

パイプに入れて、行方を見る方法

も紹介する。 

 

T どんなところに気をつけて実験

していったらいいですか。（学び方

アイテムの確認） →写真③ 

 ・よく見てみよう 

 ・発見したことは 

・色はどうかな ・形はどうかな  

・動きはどうかな  

・大きさはどうかな 

 ・表で表そう   ・図で表そう 

○ビーカーとかくはん棒の

使い方の注意 

○食塩、お茶パック、計量

スプーン、アクリルパイ

プ、ゴム栓、虫めがね等、

各班で使用してよいもの

を知らせる。 

○お湯、顕微鏡、電子てん

びんなども教師の方で用

意しておく。 

○掲示された「学び方アイ

テム」から選んでカード

に記入し、主体的に調べ

られるようにする。 

○児童から新しいアイテム

カードが出た時のため

に、（  ）内と、白紙の

カードを用意しておく。 

1

0 

授業実践３ 「学び方アイテム」を使用し、１時間の授業の流れを考えた実践例 

本研究の１時間のモデル授業実践 

食塩が水にとける時の様子を調べて、課題をたてようみよう 



 ・言葉で表そう  ・疑問は 

 ・もっと調べたいことは 

（・量はどうかな  

・重さはどうかな  

 ・比べてみよう ・温めると・・） 

 

◆児童の選んだアイテムを、板書で

確認する。→写真④・⑤・⑥ 

 

 

４ものが溶ける

ようすを調べ

る。 

 

T それでは、食塩を水に溶かして

みましょう。 

 ・ゆらゆらしているよ。（動き） 

 ・食塩の粒はどこかに消えてしま

った。（形、大きさ） 

 ・白くなった（色） 

 ・透明になった（色） 

・下の方にたまってしまったよ。

（量） 

・ お茶パックの中に、食塩が残

っている。（量） 

・ 食塩を入れたら水が増えた。 

（量）→写真⑦・⑧ 

 

○グループで 1 種類ずつ観

点を決めて確かめていく

ようにする。 

○机間指導中にアイテムに

沿って活動している子

に、声をかけて取り上げ

る。 

○多様な意見を、発表用短

冊に書かせて掲示する。 

☆【関心・意欲・態度】 

食塩が溶ける時の様子に

興味を持って進んで調べ

ようとすることができた

か［観察・ワークシート］ 

2

0 

５気づいたこと

をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６学習を振り返

る。 

 

T それでは、気づいたことをカー

ドにまとめましょう。疑問に思っ

たこと、もっと調べたいことも書

いておきましょう。 

・もやもやは何？  

・粒はどこに行ったのかな。 

  ・溶けずに底にたまった。たまっ 

たのは塩かな。 

 ・水が浅いとたまるのかな。 

 ・もっと溶かすには・・温めると 

いいのかな。 

・かきまわせばいいかな。水の量 

を増やそうかな。 

・溶けると水の量は増えるのかな。 

・白から透明に変わったのはなん 

で。 

・ほかの物も溶かしてみたい。 
→写真⑨ 

→ 
T 今日の活動で、これからの理科

の学習でも役立つ学び方はどんな

ことですか。自分が使ったアイテ

ムに線を引きましょう。 

T 疑問に思ったこと、もっと調べ

てみたいことはありましたか。 

次の時間に学習の計画を立ててい

きましょう。 

☆【科学的な思考】 

ものの溶け方や、溶ける

限度、溶けたもののゆく

えについて、考えや疑問

を持ったか。 

[観察・ワークシート]    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の活動で意識して使

っていた「学び方アイテ

ム」を見直し、今後も使

っていけるか、新しいア

イテムはあるかを吟味す

る。 

 

1

0 



本時の授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑧：児童のワーク 

シート 

「学び方アイテ 

ム」を意識して記 

録している。 

写真⑦：集中して実験している 
児童の様子 
児童は自分の挙げた「学 

び方アイテム」を意識して 
実験を行っていた。 

写真⑥：今日使う「学び 
方アイテム」を確認 
している児童の様子 
本時に使用する 

「学び方アイテム」を 
自力で挙げられなかっ
た児童も板書で確認
し、実験の見通しをも
つことができた。  

 

写
真
⑨:

学
び
方
ア
イ
テ
ム
を
使
用
し
、 

ま
と
め
て
い
る
様
子 

写真③：本時で使用できそうな 

「学び方アイテム」を探して 

いる児童の様子 

写真④：児童が挙げた「学 

び方アイテム」を黒板 

に並べている様子 

写真⑤：児童から挙がっ
た本時に使用できそう
な「学び方アイテム」 
児童に本時の活動の 

見通しを持たせるため 
に、意識して並べた例。 



本時終了後の児童のワークシート 

 

 

 

 

 

 

物の溶け方のルーブリック  

Ａ 「食塩が水に溶けた後の水溶液の重さ」や「水の量と、食塩の溶ける量とが関係があ

るか」、「食塩の溶ける量には限りがあるか」のいずれかを説明することができる。 

Ｂ 「水に溶けた食塩のゆくえ」や「食塩が溶けた後の、水溶液の量が増えた理由」、「食

塩が溶け残った理由」のいずれかを説明することができる。 

Ｃ 食塩を水に溶かしたときの様子を見て、食塩の粒が見えなくなることに気がつき、 

友達や先生との会話から、食塩のゆくえを説明することができる。 

 

 

 

 

 

自分が選んだ「学び方アイテム」を使

用して、観察し記録している。特にこの

児童は「学び方アイテム」で「との関係

で考えると」を選び、意識して記録、ま

とめて表現している。（上の   ）下の

ルーブリックでは評価３の例でもある。 

また、ワークシート中の「学び方アイ

テム」の頭文字を丸で囲むことで、観察

していた視点がより明確になり、表現力

も高められている。 

 

この児童は、自分が選んだ「学び方ア

イテム」をほぼ全て使用して、観察し記

録している。 

ワークシートから、「学び方アイテム」

を活用しながら、よく思考して観察して

いることがうかがえる。このことからも

思考力の向上にもつながることがわか

る。 

 



Ⅴ まとめと課題 

《 成 果 》 

～思考・表現面～ 

・実験・観察のおおまかな方法や実験・観察の視点、結果の記述方法、考察の流れを、 

教師の指示でなく、自分たちで考えられるようになった。 

・学び方アイテムを授業に導入することで、本時の実験（観察）の際、児童本人がどこ 

に着目するのかを可視化することができ、教師の支援する視点が明確になった。 

・前時にどのアイテムで学習したかを振り返ることによって、児童は本時の実験（観察） 

の着眼点が分かり、活用することができた。 

・中学年では、「学び方アイテム」を使用することで生活科との違いが明確になり、

科学的思考を育てることができた。 

・「学び方アイテム」を選択することで、自分の表現しやすい方法がわかり、本時の結

果やまとめを、主体的に表現できるようになった。 

～情意面～ 

・自分で新しいアイテムを作ることで、意欲的に学習に参加できるようになった。 

・何を記述してよいか分からない児童が尐なくなり、自分なりに学習に参加できている 

ことを感じ取れるようになった。 

・アイテムカード選択の場面だけは、自信を持って発言できる児童が表れ、学習参加へ 

の意欲が高まった。 

 

 

《 課 題 》  

・「学び方アイテム」をどの単元、どの課題に活用すると効果があるのかを見極め、 

精査しなければならない。  

・教師側から意図的に「学び方アイテム」を絞っておかないと、本来の実験の目的か

らずれてしまうことがある。 

・教師の意図と反する「学び方アイテム」を児童が選択した際に、児童の思考力の向上

の妨げにならない声かけ等が必要である。 

・学び方アイテムの活用に対する評価が加わるため、ワークシートの評価が複雑になる。 
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